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【手続補正書】
【提出日】平成20年9月25日(2008.9.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに対向する第１面および第２面を有し、検出対象の媒体を受け入れるためのキャビ
ティが、上記第１面側に開口するようにして形成され、上記キャビティの底面が振動可能
に形成されている振動キャビティ形成基部と、
　上記振動キャビティ形成基部の上記第２面側に形成された第１電極、上記第１電極に積
層された圧電層、および上記圧電層に積層された第２電極を有する圧電素子と、
　上記振動キャビティ形成基部の上記第１面側に積層され、上記キャビティに検出対象の
液体を供給する液体供給路と、上記キャビティから検出対象の液体を排出する液体排出路
とが形成された流路形成基部とを備え、
　上記キャビティ，液体供給路および液体排出路を含んで形成される空間が、液体供給路
と液体排出路に挟まれた領域に存在するキャビティの中心に対して対称に形成されている
ことを特徴とする液体検出装置。
【請求項２】
　上記キャビティを形成する空間は実質的に円筒形である請求項１記載の液体検出装置。
【請求項３】
　上記液体供給路および液体排出路は、それぞれキャビティに対して流路面積が絞られる
とともに、内部に液体の流体的質量が存在するよう長さが設定されている請求項１または
２記載の液体検出装置。
【請求項４】
　上記液体供給路に連通する供給側バッファ室と、上記液体排出路に連通する排出側バッ
ファ室とを備えた請求項１～３のいずれか一項に記載の液体検出装置。
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【請求項５】
　上記供給側バッファ室と排出側バッファ室は、上記キャビティの中心に対して対称に形
成されている請求項４記載の液体検出装置。
【請求項６】
　上記供給側バッファ室および排出側バッファ室は、それぞれキャビティの容量の少なく
とも１０倍以上の容量を有するものである請求項４または５記載の液体検出装置。
【請求項７】
　内部に貯留した液体を外部に送出する液体送出口を有する容器本体と、
　上記容器本体に装着された、請求項１～６のいずれか一項に記載の液体検出装置とを備
え、
　上記容器本体の内部の液体が、上記液体検出装置の上記液体供給路を介して上記キャビ
ティに供給され、上記液体排出路を介して上記キャビティから排出されるように構成され
たことを特徴とする液体容器。
【請求項８】
　上記供給側バッファ室は、上記容器本体の内部空間のうちの主要な部分を構成して液体
を貯留する液体貯留室に連通し、上記排出側バッファ室は、上記容器本体の内部空間のう
ち内部に貯留した液体を外部に送出する液体送出口に連通する液体送出空間に連通してい
る請求項７に記載の液体容器。
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